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◆新潟市の鳥「ハクチョウ」に決定！

10/20
足環標識をつけたコサギは

千葉県からやってきたらしい

H26年10月、市民が自然に想いを巡らせ、
郷土愛を育むことができるシンボルとして、
「新潟市の鳥」が制定されました。
これまでに市内で観察記録のある283種を

対象として市民に公募したところ、得票数
No.1でハクチョウが選ばれました。

新潟市はコハクチョウの数が全国1位＊1で
最盛期には1万羽以上になります。佐潟が
ラムサール条約湿地として選ばれた基準も
コハクチョウの数＊2。市内には佐潟のほかに
福島潟や鳥屋野潟などの潟や、阿賀野川など
の河川があり、ハクチョウをはじめとした
多くの水鳥たちが羽根を休める大切な場所に
なっています。市内に広がる田んぼは彼らのレストラン。
ハクチョウのいる田んぼは市民にとって身近で当たり前の風景です。

ハクチョウが冬を過ごす場所として選び、
市民がシンボルとしてハクチョウを選んだ新潟市。
人と鳥との相思相愛、素敵な関係が末永く続くと良いですね。

佐潟から飛び立つコハクチョウ

◆佐潟のようす 秋から冬

＊1 全国ガンカモ一斉調査による
＊2 コハクチョウの越冬数が毎年3,000羽を超え、

東アジアの個体群の2～5％に相当するとして
「基準6：水鳥の一種または亜種の個体群において、
個体数の1％以上を定期的に支えている場合」

が選定基準として採用されています
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情報提供：新潟県水鳥湖沼ネットワーク

10月5日に潟の上空を飛ぶコハクチョウが初認され、
その後10月12日には潟で羽根を休める姿が観察されました。
12月にはこの時期珍しい大雪となり、
佐潟周辺では一晩で約30cmの積雪が。
その後ヒシクイが最大3000羽以上飛来、
ハクチョウも6000羽を超えました。
更に雪深い福島潟や瓢湖の方からやってきたのでしょうか。

9/15 セイタカシギ
ハスの葉の上で伸び～

1/21
ハクガン幼鳥登場
(撮影者提供)

カワアイサは
11月2日が
今季初認でした



メールでも応募OK

当館負担で印刷、
展示いたします。
携帯電話や
スマートフォン
からも
お気軽にどうぞ。

お知らせ

【佐潟探鳥散歩】

佐潟水鳥･湿地センター利用のご案内
【開館時間】9：00～16：３0（冬期間11月から2月の土・日は7：00から）
【休館日】月曜日（祝休日の場合は翌日）、年末年始（12月29日～1月3日）

編集 佐潟水鳥・湿地センター
〒９５０－２２６１ 新潟市西区赤塚５４０４番地１
電話０２５（２６４）３０５０ / FAX ０２５（２６４）３０５１
E-mail: sakata.wlc@alpha.ocn.ne.jp

発行 新潟市西区役所地域課文化・スポーツ係
〒９５０－２０９７ 新潟市西区寺尾東3丁目１４番４１号
電話０２５（２６４）７１９３

佐潟についての情報、質問等ありましたら、お気軽にご連絡ください。

11～2月の第2・４土曜日
７:30～９:00/参加無料、申込不要。

◆「私の佐潟」文化祭 作品募集中！

佐潟をテーマとした作品、
はがき大でひとり３点まで。
表現方法は自由（写真、絵、
詩歌、立体作品など）。
３月８日（日）まで受付・展示。
賞の設定はありません。

◆「潟普請」今年も開催
9/21(土)・22(日)の２日間、恒例となった潟の一斉清掃

「潟普請（かたふしん）」が開催されました。
これは、水辺の植物や湖底の泥を潟外に排出することで、

水質浄化を目指す取り組みです。
地元にお住まいの皆さんをはじめ、佐潟のほとりにたつ

赤塚中学校、企業・役所などから、2日間でのべ194人の
参加がありました。

２月までの土日は早朝７時～開館

佐潟散歩発展観察会

水辺のいきもの
観察し隊！

講演会

貴重な生きものの
宝庫を探る

初心者向け
佐潟写真教室

解説員の皆さんと水辺の生き物を
採集、観察をする…予定が、
大雨のため室内学習をしました。

佐渡の休耕田の事例を基に、
多様な動植物を生み出す
湿地環境について学びました。

ワンポイントアドバイスと共に
朝の湖面や飛び立つ白鳥などを
撮りました。

■講師：佐潟ボランティア解説員 ■講師：中田誠さん
(新潟大学農学部教授)

■講師：小山 聖志さん
(フォトショップ「サムセング」)
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昨年度の応募作品（一例）

かたふしん

(上)刈り取ったヨシを
束ねて運び出す。

(右)水中に生える
ヒシを陸上へ。

泥だらけでの作業。


